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要要旨旨  

 流星とは，小さな物質が地球の大気圏に飛び込んで激しく熱と光を発して消滅をしていく

現象のことである。流星は，ビデオ観測や眼視観測によって確認できる。今回，２０２３年８

月１３日１７時ごろに極大を迎えると予報のあったペルセウス座流星群を２０２３年８月１

３日２１時〜１４日４時まで眼視観測を行った。観測した結果，予報とは違い１４日２時ごろ

に１番多く流星が観測された。

11．．動動機機及及びび目目的的
私たちは流星観測の良さを広め，流星をより多くの人

たちに身近に感じてもらいたい。そこで流星観測のなか

でも誰でも容易に取り組める眼視観測の正確性を調べよ

うと考えた。そこで，８月１３日にペルセウス座流星群

の眼視観測を行い，観測予報と結果を比較する。

22..観観測測方方法法
今回は，ペルセウス座流星群を観測する。観測期間は

２０２３年８月１３日２１時００分～８月１４日４時０

０分である。観測場所は西都原古墳第二古墳群駐車場（緯

度３２°７′２３″経度１３１°２３′２４″標高６５.５m）で

ある。

今回は眼視観測で行う。流星の速さを R(rapid:速
い ),M(medium: 普通 ),S(slow: 遅い ) に ,V(very: たいへ

ん),r(rather:やや)を組み合わせ,速い方から７段階で分類

し,観測できた流星の流れた位置をその付近の星座で記

入する。観測開始から，１０分おきに見上げている空の

雲量と最微光星を調べプロット観測記録紙に記入する。

記入と観測は７人で行った。

33..観観測測結結果果
今回の観測では，

合計で２９２個の流

星を観測できた (図

1)。

44..考考察察
((11))観観測測予予報報ととのの差差

アストロアーツの

観測予報から８月１

３日の１７時が極

大，１３日の宵から

明け方にかけて流星

数が少なくなってい

くといわれていた。実際観測を行い，２時ごろの流星数

が７６個で最大という結果が出た。観測を始めた２１時

から流星数は増加していた（図１）。上記から予報通りの

観測結果でなかったといえる。

⑵⑵輻輻射射点点かかららななすす角角度度とと速速ささのの関関係係

流星が流れた位置を星図に表した。それを輻射点を０

度として２０度毎同心円状に区切りグラフにした（図２）。  

作成したグラフを見ると１００度にかけて流星数が増

加している。これは相対速度が関係していると考えた。

R，S のどちらも

輻射点を０度と

したときに１０

０度付近が一番

流星を観測する

ことができた。  

⑶⑶等等級級とと流流星星数数

のの関関係係

等級ごとの群

と散在のグラフ

を見ると，等級が

下がるにつれて，

見えた流星数が

多くなっている

(図３)。上記のこ

とから，光害の少

ない場所や月明

かりが少ない時

間帯で観測する

とより多くの流

星を見ることが

できると考えら

れる。

55..ままととめめ
より多くの流

星を見るためには観測時に光害が少なく輻射点からある

程度離れた場所を観測する方がよい。 
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